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審    査    の    要    旨 
〔批評〕 
 RHIC加速器を用いた重イオン衝突により生成される粒子を用いた２粒子相関の解析を行い、反応
平面に対する粒子生成の異方性を測定による QGP の流体的な集団運動の様子を調べ、初期のパー
トン散乱に起因する粒子相関分布の測定によるクォークのエネルギー損失や QGP 中へのエネルギ
ー再分配を調べたものである。これらの実験的測定と理論的なモデル計算を比較することにより、
パートンの通過距離に対して相関した粒子生成の増加と減少を QGP の集団膨張と阻止能と結び付
け、それらの間の繋がりを検証している。 
 
 
 
 
〔最終試験結果〕 
  平成３１年２月１４日、数理物質科学研究科学位論文審査委員会において審査委員の全員出席のも
と、著者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によ
って、合格と判定された。 
 
〔結論〕 
 上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。 
 
 
